[商店街等名：　　　　　　　　　　]

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[商店街等名：　　　　　　　　　　　　　]

（様式３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商店街等名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者・電話番号　　　　　　　　　　　　　　　

商店街地域コミュニティ拠点づくり事業計画書

１  商店街・小売市場等の構成員数 

２　商店街・小売市場等の現状 

３　商店街地域コミュニティ拠点づくり事業の概要

（１）事業名

（２）目的
（３）基本方針（目指す方向）

（４）実施体制

（５）期待される効果 
（６）実施事業                                                                 　 （単位：円）
	経 費 区 分
	対 象 経 費
	期　間
	事業費
	事　業　内　容

	施設整備費
	
	
	
	

	施設整備費
	
	
	
	

	施設整備費　総事業費①
	
	

	施設整備費　補助対象経費（税抜）②
	
	

	施設整備費　補助金額③
（②×1/2、上限1,500千円）
	
	

	店舗賃借料
	
	
	
	

	店舗賃借料　総事業費④
	
	

	店舗賃借料　補助対象経費（税抜）⑤
	
	

	店舗賃借料　補助金額⑥
（⑤×1/2、上限750千円）
	
	

	活動費
	
	
	
	

	活動費
	
	
	
	

	活動費
	
	
	
	

	活動費　総事業費⑦
	
	

	活動費　補助対象経費（税抜）⑧
	
	

	活動費　補助金額⑨
（⑧×1/2、上限250千円）
	
	

	総事業費合計①＋④＋⑦
	
	

	補助対象経費（税抜）合計②＋⑤＋⑧
	
	

	補助金額合計③＋⑥＋⑨
	
	


※事業内容はできるだけ具体的に記載すること。必要に応じ事業内容を記載した別紙及び見積書を添付のこと。

　　　　                         

【記載例】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　○○市○○町１－１－１　　　
（様式３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商店街等名　　　　△△商店街振興組合　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　□□　□□　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者・電話番号　　◎◎　000-111-2222　　　　

商店街地域コミュニティ拠点づくり事業計画書

１  商店街・小売市場の構成員数 

      ３０ 

２　商店街・小売市場の現状 

      当商店街は、お年寄りから若い子育て世代まで幅広い世代に利用されているが、年々、お客は減少している。一方、当商店街の周りはスーパーやコンビニもあり、若者や会社員の姿をよく見かける。しかし、これらの層は当商店街にまで足を運んでいないため、既存の来街者に加え、若者や会社員を新たなターゲットとして呼び込むことができれば、来街者の増加や商店街の活性化につながるものと考えられる。
３　商店街地域コミュニティ拠点づくり事業の概要
（１）事業名
　　　○○事業

（２）目的                                                                                   

      終戦後に任意団体として発足した当商店街は７０年近くの歴史があり、昔は遠方からの買い物客も多く、大いににぎわっていた。しかし、車で郊外の大型店に買い物に行くなど、ライフスタイルの変化や環境の変化により、かつての賑わいが失われつつある。
      近隣のスーパーやコンビニの利用客である若者や会社員をターゲットとしたコミュニティカフェを設置し、学生等の若者には勉強カフェとして、会社員には小規模なコワーキングスペースとして活用してもらうことで、当商店街に新たな顧客層を呼び込み、商店街のにぎわいを取り戻す。
（３）基本方針（目指す方向）                                                               

      目指す方向：「若者や会社員も気軽に立ち寄れる地域コミュニティの拠点づくり」                                                  

これまで当商店街を利用しなかった層である若者や会社員は、普段の買い物を大型ＳＣで済ませていることが多く、「商店街へ買い物に行く」という認識がないと思われる。そのような顧客層が買い物以外の目的で商店街に気軽に立ち寄れるよう、コミュニティカフェを設置する。新たな顧客層を取り込むことができれば、来街者の増加はもちろん、買い物目的での来街でなくても、「ついで買い」により商店街に潤いをもたらすことから、コミュニティカフェの設置により、当商店街のにぎわい創出・活性化を発展させていく。
（４）実施体制                                                                             

      商店街内の空き店舗を活用し、コミュニティカフェとして整備する。
　　　地元の△△大学と連携し、簡易なカフェービスを提供する。
ホームページ改修・商店街リーフレット作成などにより、これらの取組を積極的にPRする。
（５）期待される効果                                                                          

      誰もが気軽に立ち寄れる商店街というイメージが定着すれば、当商店街を来街する機会がなかった顧客層が増加し、加盟店舗の売上増加や商店街の活性化につながることが期待される。
（６）実施事業                                                                      （単位：円）
	経 費 区 分
	対 象 経 費
	期　間
	事業費
	事　業　内　容

	施設整備費
	内装工事費
	R4.4～    R4.7
	1,100,000
	空き店舗をコミュニティカフェに転換する内装工事を実施

	施設整備費
	初度備品購入費
	R4.7～    R4.8
	330,000
	カフェ用の机、イスの購入費

	施設整備費　総事業費①
	1,430,000
	

	施設整備費　補助対象経費（税抜）②
	1,300,000
	

	施設整備費　補助金額③
（②×1/2、上限1,500千円）
	650,000
	

	店舗賃借料
	店舗賃借料
	R4.4～    R5.3
	1,320,000
	R4.4～R5.3までの活動拠点の店舗賃借料

	店舗賃借料　総事業費④
	1,320,000
	

	店舗賃借料　補助対象経費（税抜）⑤
	1,200,000
	

	店舗賃借料　補助金額⑥
（⑤×1/2、上限750千円）
	600,000
	

	活動費
	カフェ運営
	R4.5～　　R4.7
	275,000
	△△大学と連携しコミュニティカフェを運営

	活動費
	ＨＰ改修
	R4.8 ～

R4.10
	330,000
	コミュニティカフェのオープンをPRするため、HPを一部リニューアル

	活動費
	リーフレット作成
	R4.6 ～

R4.7
	110,000
	コミュニティカフェのオープンをPRするため、リーフレットを作成

	活動費　総事業費⑦
	715,000
	

	活動費　補助対象経費（税抜）⑧
	650,000
	

	活動費　補助金額⑨
（⑧×1/2、上限250千円）
	250,000
	

	総事業費合計①＋④＋⑦
	3,465,000
	

	補助対象経費（税抜）合計②＋⑤＋⑧
	3,150,000
	

	補助金額合計③＋⑥＋⑨
	1,500,000
	


  ※事業内容はできるだけ具体的に記載すること。必要に応じ事業内容を記載した別紙及び見積書を添付のこと。


